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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月29日(2014.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホスホジエステラーゼを用いることを特徴とする米飯食品の製造方法。
【請求項２】
　原料生米１ｇ当たり０．０５～１０００Ｕのホスホジエステラーゼを米に作用させるこ
とを特徴とする請求項１記載の米飯食品の製造方法。
【請求項３】
　原料生米１ｇ当たり０．０５～１０００Ｕのホスホジエステラーゼを炊飯時に添加する
ことを特徴とする請求項２記載の米飯食品の製造方法。
【請求項４】
　ホスホジエステラーゼと、ヘミセルラーゼ、セルラーゼ、α－グルコシダーゼ、トレハ
ロース、乳化剤のいずれか１種以上を用いることを特徴とする請求項１ないし３のいずれ
か１項に記載の米飯食品の製造方法。
【請求項５】
　ホスホジエステラーゼと、ヘミセルラーゼ、α－グルコシダーゼ、トレハロース及び乳
化剤のいずれか１種以上を用いることを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記
載の米飯食品の製造方法。
【請求項６】
　ホスホジエステラーゼと、原料生米１ｇ当たり０．００５～５００Ｕのヘミセルラーゼ
、原料生米１ｇ当たり０．００５～５００Ｕのセルラーゼ、原料生米１ｇ当たり０．５～
５００Ｕのα－グルコシダーゼ、原料生米の０．０１～３０重量％のトレハロース及び原
料生米の０．００５～１重量％の乳化剤のいずれか１種以上を用いることを特徴とする請
求項４記載の米飯食品の製造方法。
【請求項７】
　ホスホジエステラーゼと、原料生米１ｇ当たり０．００５～５００Ｕのヘミセルラーゼ
、原料生米１ｇ当たり０．５～５００Ｕのα－グルコシダーゼ、原料生米の０．０１～３
０重量％のトレハロース及び原料生米の０．００５～１重量％の乳化剤のいずれか１種以
上を用いることを特徴とする請求項５記載の米飯食品の製造方法。
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【請求項８】
　原料生米に対して１．２～１５重量倍量の水を原料生米に加えて炊飯する工程を含む、
請求項１ないし７のいずれか１項に記載の米飯食品の製造方法。
【請求項９】
　ホスホジエステラーゼと、ヘミセルラーゼを用いることを特徴とする請求項８記載の米
飯食品の製造方法。
【請求項１０】
　請求項１ないし９のいずれか１項に記載の方法により得られる、ホスホジエステラーゼ
米飯食品。
【請求項１１】
　粥である、請求項１０記載の米飯食品。
【請求項１２】
　ホスホジエステラーゼを有効成分として含有する米飯食品改質用の酵素製剤。
【請求項１３】
　ヘミセルラーゼ、セルラーゼ、α－グルコシダーゼ、トレハロース、乳化剤のいずれか
１種以上を含有する請求項１２記載の酵素製剤。
【請求項１４】
　ヘミセルラーゼ及び／又はセルラーゼを含有する請求項１２記載の酵素製剤。
【請求項１５】
　ヘミセルラーゼを含有する請求項１２記載の酵素製剤。
【請求項１６】
　原料生米１ｇ当たり０．０５～１０００Ｕのホスホジエステラーゼ添加量となるように
調整された請求項１２～１４のいずれか１項に記載の酵素製剤。
【請求項１７】
　酵素製剤１ｇ中、ホスホジエステラーゼを１００～３０００Ｕ、並びにヘミセルラーゼ
及び／又はセルラーゼを１００～３０００Ｕ含有する、請求項１４又は１６記載の酵素製
剤。
【請求項１８】
　酵素製剤１ｇ中、ホスホジエステラーゼを１００～３０００Ｕ、及びヘミセルラーゼを
１００～３０００Ｕ含有する、請求項１５又は１６記載の酵素製剤。
【請求項１９】
　ホスホジエステラーゼを含有する米飯食品。
【請求項２０】
　ヘミセルラーゼ及び／又はセルラーゼを含有する請求項２０記載の米飯食品。
【請求項２１】
　ヘミセルラーゼを含有する請求項２０記載の米飯食品。 
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